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三
月
七
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り

町
公
民
館
で
、
苫
前
厚
生
病
院
を

「
無
床
診
療
所
」
に
変
更
す
る
方
針
の

住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
全
道
的
な
医
師
不
足
や

医
療
制
度
改
革
の
影
響
、
苫
前
厚
生

病
院
の
赤
字
経
営
に
対
す
る
全
額
負

担
等
々
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
を
説

明
し
た
も
の
で
、
説
明
者
に
は
、
森

町
長
、
小
丹
保
町
民
課
長
、
小
澤
町

民
課
主
幹
、
厚
生
連
か
ら
は
原
雅
弘

常
務
や
苫
前
厚
生
病
院
の
福
井
実
院

長
、
久
保
徹
事
務
長
ら
が
出
席
。

当
日
は
、
町
議
会
議
員
も
含
め
約

四
百
人
が
出
席
し
て
い
た
。

森
町
長
は
、
説
明
会
冒
頭
に
町
民
の

皆
さ
ん
に
急
き
ょ
方
針
転
換
し
た
こ

と
に
対
し
て
お
詫
び
し
た
。

昨
年
十
二
月
十
七
日
の
住
民
説
明

会
で
は
、
苫
前
厚
生
病
院
は
老
健
施

設
と
し
て
開
設
し
て
行
く
予
定
と
説

明
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
議
会
の

医
療
対
策
特
別
委
員
会
（
町
議
会
議

員
全
員
）
や
厚
生
連
と
協
議
を
深
め

た
結
果
、
無
床
診
療
所
の
み
に
方
針

転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
。

住
民
か
ら
は
「
急
な
話
し
だ
」「
厚

生
連
に
も
責
任
が
あ
る
」「
結
果
の
説

明
会
で
は
な
く
協
議
の
場
に
す
る
べ

き
だ
」「
出
席
し
て
い
る
議
員
の
意
見

も
聞
き
た
い
」
な
ど
行
政
や
議
会
に

対
し
て
批
判
の
声
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
出
席
し
て
い
た
議

員
の
ほ
ぼ
全
員
が
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
地
域
医
療
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
述
べ
た
。

厚
生
病
院
は
、
昨
年
四
月
か
ら
一

般
病
床
を
療
養
型
に
替
え
た
ほ
か
、

看
護
師
等
の
減
員
、
夜
間
救
急
対
応

等
は
、
基
本
的
に
受
け
付
け
な
い
な

ど
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
赤
字
圧
縮

な
ど
を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
次
年
度
以
降
も
こ
の
ま

ま
の
運
営
形
態
だ
と
経
費
を
す
べ
て

合
わ
せ
る
と
二
億
円
程
度
の
償
還
が

必
要
と
な
る
推
移
で
、
町
財
政
自
体

が
緊
急
事
態
を
招
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
苦
渋
の
選
択
と
な
っ
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
中
部
三

町
村
と
遠
別
町
の
首
長
、
議
会
議
長

の
連
名
で
道
立
羽
幌
病
院
に
高
齢
者

等
の
慢
性
期
患
者
の
受
け
入
れ
体
制

の
確
立
を
要
請
す
る
予
定
で
あ
る
。

森
町
長
は
「
皆
様
の
ご
意
見
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
と
も
医
療
対

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
」

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

＊
厚
生
病
院
に
つ
い
て
や
医
療
、
福
祉
対

策
な
ど
「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
事
？
あ
ん
な
事
？
知
り
た
い
こ
と

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

町
民
課
け
ん
こ
う
係
　

電
話
六
四
―
二
二
一
五

三
月
三
日
（
月
）
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
丹
羽
正
己
会
長
、
白
府
義

雄
副
会
長
、
十
亀
盛
隆
理
事
と
開
発

法
起
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
が
、

町
内
全
十
五
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
長
の

要
望
な
ど
を
ま
と
め
た
「
要
望
書
」

を
手
渡
す
た
め
に
苫
前
町
と
苫
前
町

議
会
を
訪
れ
た
。

最
初
に
開
発
事
務
局
長
が
、「
要
望

書
」
提
出
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
説

明
し
た
。

要
望
事
項
は
、「
苫
前
・
古
丹
別
両

地
区
に
お
け
る
医
療
機
関
の
確
保
」

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
へ
の
転
換
促

進
」
な
ど
が
趣
旨
。

森
町
長
は
、「
医
療
対
策
特
別
委
員

会
（
町
議
会
議
員
全
員
）
で
の
協
議

内
容
の
検
討
結
果
や
厚
生
病
院
本
部

と
の
検
討
内
容
、
町
の
財
政
状
況
、

国
の
医
療
改
革
な
ど
を
説
明
、
結
果

的
に
苦
渋
の
選
択
で
は
あ
っ
た
が
、

「
無
床
診
療
所
」
と
す
る
に
至
っ
た
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
三
階
の
議
長
室
で
は
、
星

野
議
長
、
林
副
議
長
が
「
夕
張
の
よ

う
に
な
っ
て
は
、
医
療
機
関
も
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
議
会
も
町
民

の
皆
様
と
一
緒
に
、
よ
り
良
い
方
向

を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。」
と
話
し
て

い
た
。

二
月
十
四
日
（
木
）
森
利
男
町

長
は
じ
め
、
む
か
わ
町
・
喜
茂
別

町
・
沼
田
町
・
美
深
町
・
上
湧
別

町
・
遠
軽
町
・
弟
子
屈
町
の
厚
生

病
院
所
在
町
長
が
厚
生
病
院
財
政

支
援
中
央
行
動
の
た
め
国
会
議
員

や
総
務
省
な
ど
を
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
十
九
年
度
の
各

町
厚
生
病
院
損
失
金
に
対
す
る
財

政
支
援
要
望
（
特
別
交
付
税
措
置
）

に
対
し
て
、
増
田
寛
也
総
務
相
が

「
公
的
病
院
も
交
付
税
の
対
象
と
す

る
」
旨
の
発
言
に
対
す
る
お
礼
や

平
成
二
十
年
度
の
制
度
化
に
つ
い

て
も
病
院
と
診
療
所
も
同
等
の
扱

い
に
し
て
ほ
し
い
旨
を
、
各
町
長

が
団
結
し
て
要
望
行
動
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。

苫
前
厚
生
病
院
運
営
形
態
の
変
更
に
係
わ
る
住
民
説
明
会

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
厚
生

病
院
に
係
わ
る
要
望
書
を
提
出

厚
生
病
院
財
政
支
援

中

央

行

動

星野議長、林副議長に要望書を手渡した
老人クラブ役員の皆さん

増
田
大
臣
と
握
手
を
す
る
森
町
長
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「道の駅」風Wとままえ　満足度ランキング全道27位

三
月
六
日
（
木
）
午
前
八
時
三
十

分
よ
り
、
古
丹
別
に
あ
る
選
果
場
の

西
側
に
留
萌
地
区
水
稲
種
子
処
理
セ

ン
タ
ー
（
松
原
幸
博
組
合
長
）
が
完

成
し
、
竣
工
式
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
苫
前
町
・
オ
ロ
ロ
ン
・

南
る
も
い
の
三
農
協
で
構
成
さ
れ
て

い
る
施
設
で
、
総
床
面
積
約
四
百
七

十
七
㎡
、
総
工
費
は
約
四
千
万
円
。

竣
工
式
に
は
、
松
原
組
合
長
、
各

組
合
長
、
森
町
長
な
ど
関
係
者
約
三

十
人
が
出
席
し
た
。

温
湯
消
毒
と
は
農
薬
を
使
用
せ
ず

「
お
湯
」
で
種
子
の
殺
菌
消
毒
を
す

る
方
法
。
六
十
度
の
温
湯
に
約
十
分

間
浸
し
て
殺
菌
消
毒
す
る
こ
と
で

「
ば
か
苗
」「
い
も
ち
病
」
な
ど
へ
の

効
果
が
あ
り
、
発
芽
率
も
良
く
、
農

薬
を
使
用
し
た
場
合
に
発
生
す
る

「
廃
液
処
理
」
の
必
要
が
な
い
た
め

自
然
環
境
に
も
優
し
く
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
ク
リ
ー
ン
米
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。

松
原
組
合
長
は
、「
三
農
協
の
農

業
生
産
額
の
約
五
十
％
を
占
め
る
水

稲
は
、
重
要
な
基
幹
作
物
で
あ
り
、

地
域
経
済
を
支
え
る
基
盤
で
も
あ

る
。
こ
の
施
設
が
留
萌
地
区
の
ク
リ

ー
ン
米
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
森
町

長
は
「
食
の
安
心
、
安
全
が
叫
ば
れ

る
な
か
、
三
農
協
が
連
携
し
て
完
成

し
た
こ
の
施
設
を
有
効
活
用
し
、
道

内
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

「道の駅」風Wとままえ（とままえ温泉ふわっと）が、利用者アンケー

トの結果「道の駅満足度ランキング」（2008年編）で、第27位となった。

これは、北海道じゃらんが2004年からスタートしているもので、「道の

駅満足度アンケート」に寄せられたデーター684件を集計した結果に基づ

くものである。

実際に利用した方が①トイレ②無料休憩コーナー③道路、天候の情報提

供④地域・観光情報⑤レストラン

の食事メニュー⑥アイスクリーム

などのテイクアウトメニュー⑦特産品などのお土産⑧接客・サービス⑨清

潔感の9項目を5段階評価して、百点満点に換算し、その平均点を「全体の

満足度」としているもの。

永井宏人マネジャーは、満足ポイントとして「日本海えびタコスープ餃

子セットの丼は、旬に合わせ前浜の生ホタテ丼や生えび丼など旬の魚介類

になります。よってけ屋のケーキもテイクアウト可能。おみやげには、ホ

タテやイカの形をした“最中入りお吸い物”が人気です」と話した。

現在、北海道各市町村に１０１の「道の駅」が登録されている。

始
動
式
の
ボ
タ
ン
を
押
す
松
原
組
合
長

（
左
３
人
目
）
森
町
長
（
同
４
人
目
）

留
萌
地
区
水
稲
種
子
処
理
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

温
湯
殺
菌
消
毒
設
備
完
成

「道の駅」風Wとままえ

日本海えびタコスープ餃子セット

上
平
の
伊
勢
文
雄
さ
ん
宅
で
、
五

年
前
に
市
販
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
購

入
し
、
お
い
し
く
食
べ
終
え
た
あ
と

に
、
茎
の
部
分
を
コ
ッ
プ
の
水
に
つ

け
て
育
て
、
そ
の
後
、
鉢
に
移
し
て

育
て
た
と
こ
ろ
五
年
が
経
過
し
た
今

年
一
月
初
旬
に
茎
の
上
に
、
ら
せ
ん

状
に
小
さ
な
花
が
つ
き
、
咲
き
終
わ

っ
た
後
、
ひ
と
つ
ず
つ
小
さ
な
果
実

に
な
っ
た
と
言
う
。

気
温
が
上
が
る
夏
場
は
、
自
宅
の

庭
に
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
移

し
、
冬
期
間
は
、
居
間
の
ス
ト
ー
ブ

の
横
に
移
し
な
が
ら
丹
精
込
め
て
育

て
た
。

伊
勢
さ
ん
は
、「
四
年
が
経
過
し
て

も
葉
の
部
分
が
成
長
す
る
だ
け
で
、

実
の
部
分
は
ひ
と
つ
も
成
長
し
な
か

っ
た
。
あ
き
ら
め
そ
う
に
な
っ
た
が
、

肥
料
を
足
し
な
が
ら
見
守
っ
て
き
て

良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。大きくなったパイナップル

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
実
っ
た



要
望
事
項
を
協
議
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水産鮮度保持施設が完成
北るもい漁業協同組合

３月２６日（水）午後３時より「水産鮮度保持施設」の修祓式と落成祝賀
会が行われた。これは、平成１６年１月に苫前町・羽幌町・初山別村・天塩
町が合併した、北るもい漁業協同組合（今隆組合長）が念願してきた製氷、
冷凍、冷蔵施設で、旧冷蔵庫北側に建設された。
この施設は、ＲＣ造２階建、総床面積は1,904㎡で、冷凍室100㎡、冷蔵
室488㎡、製氷室197㎡、貯氷室192㎡、プラットフォーム408㎡が主な施
設面積で、総事業費は約5億2千万円。室温はマイナス40度の能力を維持し、
水産物の細胞を破壊せず魚介類の鮮度を保ち冷凍できる。
修祓式、落成祝賀会には、関係者約100人が出席した。落成セレモニーで
は、今隆組合長、松岡治留萌支庁長、森町長、星野議長と畑中修平萌州建設
（株）代表取締役社長がテープカットを行ったあと施設内を見学した。また、
午後４時からは、とままえ温泉ふわっとにて落成祝賀会が行われた。
祝賀会で今組合長は「待ち望んでいた施設が完成した。これまで以上の安
定供給と鮮度の高い魚介類を生むことができる。この施設が地域発展につな
がるように努力して行きたい」とあいさつ。森町長は「この施設を有効活用
し、安心、安全な水産物の安定供給を目指してほしい」と祝辞を述べた。松
岡支庁長は「一層の漁業経営と浜の元気、活気が続き豊漁であることを期待
致します」と祝辞を述べた。

港
地
区
に
そ
び
え
立
つ

水
産
鮮
度
施
設

セ
レ
モ
ニ
ー
の
代
表
者
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。

施
設
内
を
見
学
す
る
出
席
者

食
・
観
光
で
地
域
お
こ
し

る
も
い
活
性
化
さ
み
っ
と

三
月
二
十
一
日
（
金
）
と
ま
ま
え

温
泉
ふ
わ
っ
と
で
「
る
も
い
活
性
化

さ
み
っ
と
」
〜
留
萌
管
内
の
未
来
を

創
造
〜
が
行
わ
れ
た
。
主
催
は
、
萌

え
る
天
北
オ
ロ
ロ
ン
ル
ー
ト
運
営
代

表
者
会
議
と
留
萌
支
庁
。

第
一
部
は
、「
食
と
観
光
と
環
境
」

に
つ
い
て
各
町
村
等
の
代
表
パ
ネ
ラ

ー
が
熱
い
想
い
を
語
っ
た
。
当
町
か

ら
は
、
千
葉
勇
一
商
工
会
青
年
部
長

が
昨
年
、
未
来
港
公
園
で
開
催
し
た

「
未
来
の
ボ
ク
た
ち
ワ
タ
シ
た
ち
」
の

事
業
を
紹
介
し
た
。
千
葉
さ
ん
「
現

在
、
会
員
は
六
人
し
か
い
な
い
が
、

や
る
気
と
熱
意
が
あ
れ
ば
、
な
ん
で

も
で
き
る
と
思
っ
た
。
ま
た
、
マ
チ

の
良
さ
を
話
せ
る
人
づ
く
り
が
重
要
」

と
話
し
て
い
た
。

羽
幌
町
の
石
郷
岡
卓
哉
海
鳥
セ
ン

タ
ー
職
員
は
「
日
本
で
唯
一
オ
ロ
ロ

ン
鳥
が
繁
殖
し
て
い
る
島
が
天
売
島
。

ウ
ト
ウ
が
六
十
万
羽
も
生
息
し
て
い

る
の
は
、
世
界
で
天
売
島
だ
け
」
と

話
し
、「
日
の
出
と
同
時
に
巣
か
ら
飛

び
立
つ
様
子
は
圧
巻
。
是
非
、
一
度

は
見
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

留
萌
市
の
佐
藤
ア
レ
ー
ナ
る
も
い

フ
ー
ド
マ
ガ
ジ
ン
主
宰
は
、
留
萌
の

安
全
、
安
心
な
地
産
地
消
に
つ
い
て

話
し
た
。

第
二
部
で
は
、
増
毛
町
の
宮
津
敏

之
町
商
工
観
光
係
長
が
、
観
光
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
が
、「
食
」
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
数
が

急
増
し
た
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
た
。

小
平
町
の
谷
口
栄
美
子
ふ
ら
わ
ぁ

ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
松
ぼ
っ
く
り
主
宰
は
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
販
売
や
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
摘
み
取
り
体
験
な
ど
の
体
験

観
光
に
つ
い
て
話
し
た
。

天
塩
町
の
日
詰
教
之
商
工
会
青
年

部
副
部
長
は
、
流
木
を
収
集
し
て
、

炭
づ
く
り
を
行
い
、
こ
の
炭
を
川
の

浄
化
に
役
立
て
る
と
い
う
ク
リ
ー
ン

作
戦
事
業
を
紹
介
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鈴
木
宏
一

郎
（
株
）
北
海
道
宝
島
旅
行
社
代
表

は
「
自
分
た
ち
の
マ
チ
に
惚
れ
直
す

こ
と
が
重
要
。
人
の
心
と
お
い
し
い

食
は
、
最
高
の
観
光
素
材
。
ゆ
っ
く

り
と
周
回
遅
れ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
な
ろ
う
」
と
話
し
た
。

二
月
二
十
日
、
町
役
場
大
会
議
室

に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度
留
萌
土

木
現
業
所
に
対
す
る
要
望
事
項
等
を

協
議
し
た
。

留
萌
土
木
現
業
所
か
ら
は
奥
山
企

画
調
整
室
長
、
遠
藤
羽
幌
出
張
所
長

ら
八
人
、
当
町
か
ら
は
、
齊
藤
副
町

長
と
担
当
職
員
三
人
が
出
席
し
た
。

要
望
事
項
は
、
力
昼
九
重
線
の
早

期
完
成
な
ど
道
道
の
整
備
に
関
す
る

も
の
十
件
、
古
丹
別
川
、
三
毛
別
川

な
ど
河
川
の
整
備
に
関
す
る
も
の
四

件
、
海
岸
整
備
に
関
す
る
関
係
四
件

な
ど
の
要
望
を
行
っ
た
。

ま
た
、
留
萌
土
木
現
業
所
か
ら
は
、

平
成
十
七
年
四
月
施
行
の
「
公
共
工

事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
総
合
評
価
方
式
の
必
要
性
と
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
等
が

あ
っ
た
。

熱弁の千葉商工会青年部長（中央）

要望事項を協議する町職員と留萌土木現業所職員
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苫
前
商
業
高
校
（
眞
屋
岩
男
校
長
）

の
三
年
生
九
人
が
、（
財
）
全
国
商
業

高
等
学
校
協
会
の
検
定
試
験
で
、
三

種
目
三
人
、
四
種
目
四
人
、
五
種
目

二
人
が
合
格
し
た
。
こ
の
結
果
、
帯

広
南
商
業
高
校
、
中
川
商
業
高
校
に

次
ぐ
、
全
道
第
三
位
の
取
得
率
（
三

三
・
三
％
）
と
な
っ
た
。

種
目
は
、
①
珠
算
電
卓
②
簿
記
③

ワ
ー
プ
ロ
④
英
語
⑤
情
報
処
理
⑥
商

業
経
済
⑦
パ
ソ
コ
ン
入
力
ス
ピ
ー
ド

認
定
の
七
種
目
が
あ
る
。
川
崎
義
生

教
諭
は
、「
四
ヶ
月
前
か
ら
検
定
に
向

け
て
取
り
組
み
、
生
徒
の
希
望
に
よ

り
放
課
後
の
学
習
や
土
、
日
曜
日
も

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
頃
ま
で
学

習
し
ま
し
た
。
生
徒
の
努
力
が
実
り

大
変
う
れ
し
い
で
す
。」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。

五
種
目
を
取
得
し
た
中
村
大
志
く

ん
は
、
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会

「
卒
業
生
成
績
優
秀
者
」、
四
種
目
を

取
得
し
た
小
林
沙
希
恵
さ
ん
は
、「
産

業
教
育
振
興
中
央
会
長
賞
」
の
表
彰

を
受
け
た
。

苫
商
高
は
、
進
学
や
就
職
に
有
利

な
各
種
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
町
内
中
学
校
か
ら
の
入
学
者

も
増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度

の
出
願
状
況
は
、
苫
前
中
学
校
七
人
、

古
丹
別
中
学
校
十
九
人
、
羽
幌
町
三

人
、
小
平
町
二
人
、
札
幌
市
四
人
の

三
十
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
検
定
合
格
者：

敬
称
略
）

五
種
目
合
格
者

中
村
大
志
・
坂
下
琴
美

四
種
目
合
格
者

千
葉
孝
博
・
小
林
沙
希
恵

中
尾
春
花
・
西
村
理
沙

三
種
目
合
格
者

開
発
斐
美
・
中
嶋
あ
ゆ
美

花
井
絵
美

苫前商業高等学校

努
力
が
実
っ
た

全
商
検
定
一
級
取
得
率

全
道
三
位

検定合格者

二
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
に
、

日
高
国
際
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第

二
十
七
回
北
海
道
障
害
者
冬
季
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
横
内
吉
弥
さ

ん
が
、
障
害
区
分
肢
体
五
ク
ラ
ス
滑

走
距
離
五
百
㍍
に
出
場
し
、
七
回
目

の
優
勝
を
飾
っ
た
。

横
内
さ
ん
は
、
五
十
五
歳
の
時
に

作
業
中
に
右
手
中
指
を
切
断
し
た
が
、

リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
な
が
ら
ス
キ
ー
を

続
け
た
。
第
十
七
回
の
増
毛
大
会
か

ら
こ
れ
ま
で
に
十
一
回
出
場
し
、
五

年
連
続
の
優
勝
も
果
た
し
て
い
る
。

横
内
さ
ん
は
「
元
気
な
限
り
、
こ
れ

か
ら
も
仲
間
と
一
緒
に
全
道
各
地
で
行

わ
れ
る
大
会
に
出
場
し
ま
す
」と
話
し
、

森
町
長
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

優
勝
メ
ダ
ル
を
か
け
て
喜
び
の
報
告
を
す
る

横
内
さ
ん
（
左
）
森
町
長
（
右
）

横
内
吉
弥
さ
ん
（
栄
浜
75
歳
）

七
回
目
の
優
勝
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住民説明会三
月
十
七
日
（
月
）
町
公
民
館
に

て
、
十
九
日
（
水
）
役
場
大
会
議
室

に
て
、
四
月
か
ら
は
じ
ま
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
に
係
る
住
民
説

明
会
が
両
地
区
合
わ
せ
て
約
百
二
十

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

北
海
道
で
は
、
平
成
十
九
年
三
月

一
日
に
道
内
全
百
八
十
市
町
村
が
加

入
す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
と
し
て

「
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

各
市
町
村
が
保
険
料
の
徴
収
や
届

出
の
受
付
、
被
保
険
者
証
の
引
渡
な

ど
一
番
身
近
な
窓
口
業
務
を
行
う
こ

と
に
な
る
。

説
明
会
で
は
、
町
民
課
横
野
係
長

と
助
石
主
事
が
参
加
者
に
配
布
し
た

資
料
を
も
と
に
制
度
の
し
く
み
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
四
日
か
ら
は
町

内
各
地
区
の
会
館
な
ど
で
新
し
い

「
保
険
証
」
を
該
当
者
に
配
布
す
る
予

定
で
あ
る
。

二
月
二
十
二
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
て
、
第
十
七
回
町
長
杯
争

奪
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
、
五
チ
ー
ム
約
三
十
人
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

太
田
市
郎
大
会
長
は
「
優
勝
を
目

指
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
元
気
に

笑
顔
で
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
森
町
長
が
「
人
生
八
十
年

時
代
、
皆
様
は
い
つ
ま
で
も
元
気
に

当
町
の
健
康
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
役
と

な
っ
て
下
さ
い
」
と
来
賓
あ
い
さ
つ
。

大
翔
会
チ
ー
ム
の
齊
藤
能
正
さ
ん

が
元
気
よ
く
選
手
宣
誓
し
た
後
に
さ

っ
そ
く
試
合
開
始
。
各
チ
ー
ム
と
も

選
手
一
丸
と
な
り
、
平
均
年
齢
八
十

歳
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
ぶ
り
を
見

せ
て
い
た
。

平成９年から町内の旭、九重、香川地区で高齢者を対象に行われたてきた認
知症予防教室が、平成１９年度をもって終了する。
町保健師によると、今後はこれまでの教室経験をもとに、各地区ごとの自主
的な活動に期待を寄せている。
この教室は、ものづくりや軽運動、ゲームなどを体験、挑戦することにより、
各自の積極性を高めて、脳を刺激し、生涯健やかに暮らすことができるように
予防支援するなど、認知症予防事業の一環として行われてきた。
平成２０年度以降は、開催地区を順次拡大しながら介護予防事業を展開して
いく予定である。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

民
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
担
当
職
員
が
出
向
い
て
事

業
説
明
な
ど
を
行
う
「
出
前
講
座
」

も
あ
り
ま
す
の
で
是
非
、
ご
活
用
下

さ
い
。

Ｑ
　
被
保
険
者
保
険
の
被
扶
養
者
の

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か
？

Ａ
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
九

月
三
十
日
は
、
全
額
免
除
。
十
月

一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
は
、
九

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
交

付
時
に
、
老
人
受
給
者
証
を
返
還

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
？

Ａ
　
今
お
使
い
の
保
険
証
等
は
、
三

月
三
十
一
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
そ
の
ま
ま
お
持
ち
い
た
だ

き
、
四
月
に
入
っ
て
か
ら
返
還
し

て
下
さ
い
。

主
な
Ｑ
＆
Ａ

町
民
課
　
六
四
―
二
二
一
五

後期高齢者医療制度の説明会（会場：役場）

香川地区の皆さん 九重地区の皆さん 旭地区の皆さん

選手宣誓をする大翔会の齊藤さん

町
長
杯

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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地 域 社 会 貢 献 事 業
（株）北建舗道（本社留萌）

３月１７日（月）（株）北建舗道（本社留萌市）の野崎寿取
締役営業部長と工事部の落田昌行さんが古丹別小学校を訪れ、
留萌土木現業所発注の「羽幌原野古丹別線局改工事」に伴う
地域貢献事業の一環として、３万円分の図書券を寄贈した。
同小学校児童会の花井美希児童会長（６年）鈴木章太副会
長（５年）、伊藤開生書記（６年）小澤悠哉書記（５年）は
「小学校図書の購入費として大切に使います」と思わぬプレゼ
ントに笑顔を見せていた。

図
書
券
を
受
け
取
る
古
丹
別
小
学
校
の

児
童
会
役
員
の
皆
さ
ん

山本建設工業（株）
３月３日（月）山本建設工業株式会社（山本啓一
社長）の職員６人が力昼生活館の除雪作業を地域社
会貢献事業として行った。
これは、同社が行っている「番屋の沢砂防工事」
に伴うもので、職員６人は、汗を流しながら午前中
４時間を費やし、会館の周りの雪を取り除いた。鈴
木光雄力昼町内会長は「大変助かります」とお礼を
述べていた。

力
昼
生
活
館
周
辺
の
除
雪
作
業
に

汗
を
流
す
職
員
の
皆
さ
ん

二
月
二
十
九
日
（
金
）
農
業
経
営

者
の
若
手
女
性
で
組
織
す
る
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
（
四
十
歳
以
下
会
員
十
七

人
）
の
鴨
田
智
江
会
長
、
中
嶋
由
佳
、

林
綾
子
副
会
長
が
教
育
長
室
を
訪
れ
、

手
作
り
の
雑
巾
二
百
枚
を
寄
贈
し
た
。

こ
れ
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
環
と
し
て
行

っ
た
も
の
で
、
鴨
田
会
長
は
「
会
員

が
農
作
業
の
合
間
を
活
用
し
て
無
理

の
か
か
ら
な
い
な
い
よ
う
に
一
年
ほ

ど
か
け
て
作
成
し
ま
し
た
」
と
、
ふ

か
ふ
か
の
雑
巾
を
竹
内
教
育
長
に
手

渡
し
た
。

竹
内
勝
教
育
長
は
「
ご
尽
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
各

学
校
に
配
布
し
、
大
切
に
使
う
よ
う

に
指
導
致
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

て
い
た
。

フレッシュミズ役員の皆さん

３月１７日（月）町商工会女性部（渡部豊子部長、木全澄子副部長、
前田幸子副部長）が教育長室を訪れ、手作りの鈴のお守りを竹内勝教育
長に手渡した。
渡部部長は「子どもたちが交通事故に遭わないように祈りながら会員
全員で作成しました。先ほど苫前神社でお払いを受けたばかりです。是
非、ご活用願います」と話した。
竹内教育長は「心のこもったお守りありがとうございます。子どもた
ちが交通事故はもとより事件事故に遭わないように安心安全なまちづく
りを推進して参ります」とお礼を述べた。
また、沿岸バス（出口治康代表取締役社長）からは「手提げ袋」高齢
者事業団（鎌田信夫会長）から「ひょ
うたんマスコット」苫前婦人会（小野
章子会長）から「カエルのマスコット
など」日赤奉仕団（濱本泰子会長）か
ら「ストラップ」古丹別婦人会（林千
代美会長）から「交通安全ワークブッ
ク」藤観光バス（桧森正春社長）から
「ランドセルカバー」が寄贈された。寄
贈頂きました皆様に心より感謝申し上
げます。

手づくりのお守りで安心安全な学校生活を祈る

藤観光バス桧森社長 寄贈された品々

商工会女性部役員の皆さん
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２月２１日（木）公民館において「町の検診結果か
ら、健康について考えましょう」と題して研修会が開
催され、約２０人が参加した。
簗瀬保健師より、苫前町の検診結果、高血圧・高血
糖・高脂肪・γＧＴＰの高い人が多いことなどが報告
され、それらによって心臓病や脳卒中、糖尿病の合併
症を起こし、寝たきりや身体に障害が発生し、死に至
ることなどを指摘した。また、この日は、高橋育子言
語聴覚士を講師に招き、「口の健康から始まる介護予防」
と題し、口の機能や物を噛むことの大事さなどについ
ても学習した。

口の健康から始まる介護予防

高橋育子言語聴覚士

２月２８日（木）１年生が待ちこがれていた「バイ
キング給食」が苫前小学校音楽室で、２年生と一緒に
実施された。
バイキング給食とはいえ、好きな物ばかり食べられ
るわけではなく、木田栄養士から学習したことを守り、
黄色の食べ物・赤の食べ物・緑の食べ物や主食・主
菜・副菜・汁物などを、それぞれの皿に盛りつけてい
た。
２年生は、１年生に順番を譲ってあげるなど、上級
生としての思いやりが見られた。デザートは２個まで
と制限されていたが、それ以外は全て完食となり、教
室内は満腹の笑顔であふれていた。
児童からは「いつもバイキング給食だったらいいの
になぁ」と、早くも次回のバイキング給食を楽しみに
していた。

楽しいバイキング給食

バイキングの盛りつけを楽しむ児童

３月１４日（金）町公民館において、深川市立病院
の松崎道幸内科主任医長を講師に招き、「タバコの害と
健康について」の講演が行われ、参加者約１００人が
健康づくりに耳を傾けた。主催は、町健康づくり推進
協議会、町教育委員会、苫前町。
松崎医師は「高血圧や高血糖、肥満よりも喫煙がい
ちばん死の危険が大きい」と説明。「自分や家族の健康
について考えるのなら、タバコをやめるべきである。
禁煙は、いちばんすばらしい健康法である」と指摘した。
また、生活習慣病やメタボリック症候群などの大半
も喫煙によるものであり、小児科へ通う子供の半分以
上は親からの受動喫煙によるものであることなどを説
明し、禁煙のアドバイスをした。
午後からは、古丹別小学校で講演を行い、タバコの
害や禁煙などについて学習を深めた。

タバコの害と健康

約100人が参加した講演会

３月２日（日）午前９時からとままえ温泉ふわっと
前の特設会場で雪合戦大会が行われた。
今年の出場チームは、連覇をねらう古丹別中学校野
球部のほか羽幌町ガンバルマンズなど６チームが参加
した。試合は、３チームのリーグ戦で行われ、リーグ
１位が決勝戦を行った。
第１試合から熱戦が繰り広げられ、羽幌ガンバルマ
ンズが昭和新山大会出場の経験を生かし優勝した。古
丹別中学校野球部は、連覇を目指し健闘したが準優勝。
応援団含め約１００人は、北国ならではの冬の一日を
楽しんでいた。

雪合戦大会

雪玉の攻防が繰り広げられた
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5月1日からオープンする文化施設・スポーツ施設

チャレンジデー2008

子育て中のみなさん遊びにきませんか

5月28日（水）宮崎県諸塚
もろつか

村 vs 苫前町

□苫前町郷土資料館
開館期間：5月～10月
開館時間：10：00～17：00

□苫前町野球場
開設期間：5月～10月
開設時間：9：00～21：00
夜間照明使用料：20分310円

□パークゴルフ場
開設期間：5月～10月
開設時間：6：30～日没
用具貸出：スポーツセンター、苫前町郷土資料館、

とままえ温泉ふわっと

就学前の子ども同士、親同士が集まる場所として、公民館の一室を『なかよし広場』として開放し
ています。申し込みなどは必要ありません。散歩の途中立ち寄ってはみませんか。

◆苫前地区　：毎月第１･３火曜日の10時～12時まで　(場所：苫前町福祉センター)
◆古丹別地区：毎月第２･４金曜日の10時～12時まで　(場所：苫前町公民館)

□ 苫前町B&G海洋センター
開館期間：5月～9月
開館時間

使用料

区　　　分
午前

10時～12時

－

－

○

－

○

○

○

○

○

5･6･9月

7～8月

火　～　金

土・日・祝

火　～　日

午後
13時～17時

夜間
18時～20時30分

区　分

町　内

町　外

団　体

個
人

小・中学生

一人につき個人料金の該当する
区分の３割引(10円未満切り捨て)

高校生・一般

50円

100円

100円

300円

区　　分 １回券 シーズン券

小・中学生
町内

町外

町内

町外

町内

町外

50円

100円

100円

200円

200円

300円

500円

－

500円

－

2,500円

－

高校生

一　般

宮崎県諸塚
もろつか

村

～あなたの学びたいを応援します～

e-mail shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

※小学校就学前の方は無料

休館日　月曜日(夏休み期間は無休)
※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日となります。

休館日　月曜日(夏休み期間は無休)
※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日となります。

チャレンジデーは、5月の最終水曜日の午前0時から午後9
時までの間、15分間以上の運動を行った人の参加率を市町村
単位で競い合う住民総参加型スポーツイベントです。昨年は
66.1％（2,642人）の参加をいただくことができました。苫
前町は今年で6回目の参加となりますが、まちの連帯感を高
め住民の参加と健康づくりにチャレンジすることを目的に実
施します。皆様の参加と協力をお願いします。

諸塚村ってどんなまち？
諸塚村(もろつかむら)は、九州山脈の中に位置し、標高

1,000ｍ級の山岳に囲まれた人口約1,900人の村です。面積
の95％を山林が占め、豊富な森林資源を活かした木材、椎茸
の産地として知られています。
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今
月
の
担
当
は
福
澤
保
健
師
で
す
。 
『
が
ん
は
な
ぜ
怖
い
の
か
？
』 

健　　康 
ばんざい 

る
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
も
多
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
遺
伝
す
る
特

殊
な
が
ん
は
全

体
の
五
％
以
下

に
す
ぎ
ず
、
大

多
数
を
占
め
る

胃
が
ん
な
ど
の

一
般
的
な
が
ん

は
、
た
ば
こ
や

食
事
な
ど
生
活

習
慣
の
ゆ
が
み

が
ん
の
恐
ろ
し
さ
は
、
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
じ
わ
じ
わ
と

進
行
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。
発
見
が

遅
れ
た
り
放
置
す
る
と
、
が
ん
は
増

殖
、
転
移
し
て
か
ら
だ
の
栄
養
を
奪

い
取
り
衰
弱
さ
せ
、
つ
い
に
は
死
を

招
き
ま
す
。

家
族
を
が
ん
で
失
う
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
が
ん
は
遺
伝
す

「
が
ん
は
遺
伝
す
る
？
」

が
原
因
と
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
が
ん
に
な
り
や
す
い
体

質
や
素
質
が
遺
伝
す
る
こ
と
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
習
慣
の

関
わ
り
が
大
き
い
た
め
同
じ
環
境
で

同
じ
危
険
（
脂
肪
や
塩
分
の
摂
り
す

ぎ
、
飲
酒
や
喫
煙
）
に
長
年
さ
ら
さ

れ
て
育
つ
と
す
れ
ば
、
そ
の
家
系
が

が
ん
と
の
関
わ
り
が
強
く
な
り
ま

す
。近

親
者
に
が
ん
が
多
い
と
き
に

は
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
は
検
診

を
受
け
る
、
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど

の
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
が
ん
予
防
ポ
イ
ン
ト
☆

・
毎
日
変
化
の
あ

る
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事

・
食
べ
す
ぎ
、
飲

み
す
ぎ
に
注
意

・
脂
肪
と
塩
分
は

控
え
め
に

・
禁
煙
に
挑
戦

・
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

・
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

・
日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い

・
適
度
に
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る

町
で
は
、
今
ま
で
総
合
健
診
と
し

て
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
）
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
待
ち
時
間

の
短
縮
化
や
身
体
へ
の
負
担
軽
減
の

た
め
今
年
度
よ
り
が
ん
検
診
（
胃
・

肺
・
大
腸
）
と
結
核
予
防
健
診
を
単

独
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
）

と
結
核
予
防
健
診
は
年
度
内
に
一
回

の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◎
が
ん
検
診
日
程
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日
〜
二

十
七
日
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同
日

に
結
核
予
防
健
診
も
行
い
ま
す
。
結

核
予
防
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
地
区

へ
の
巡
回
も
行
い
ま
す
の
で
是
非
、

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
下
さ
い
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
回
覧
等
を
ご

覧
下
さ
い
。

Dr.小野の処方せん 
薬のはなし

薬は内服薬・外用薬・注射薬に分類され、内服薬には
錠剤、カプセル剤、散剤、顆粒剤、内用液剤などがあり、
内用液剤は保存剤により長期保存も可能ですが、水剤は
１週間を限度とするのが望ましく、有効性と安全性を基
準に用法・用量が決められています。外用薬は軟膏剤、
貼付剤、経皮吸収型製剤、外用液剤、坐剤があり、有効
期間、使用期限は厚生労働省告示によるものと製薬会社
が決めているものがあります。外用薬は軟膏剤としては
ステロイド外用薬、非ステロイド外用薬、抗菌薬、消
炎・鎮痛剤、保湿剤などがあり、貼付剤とは湿布が中心
で、経皮吸収型製剤とはフランドルテープ、ホクナリン
テープなどで胸部、背部、上腕部に貼付します。外用液
剤には消毒剤、吸入剤、噴霧剤、点鼻剤、点耳剤、点眼
剤などがあり、点耳では患部を上にして約１０分間の耳
浴を行い、点眼では容器の先端が触れないように１滴点
眼し、２種類以上では５分以上の間隔をおきます。坐剤
は冷所（15℃以下）に保存すると良いです。

医療法人社団オロロン会苫前クリニック
理事長　小野　哲郎　　1 64－9070

「
苫
前
町
の
が
ん
検
診
」

苫前町の交通事故情報
平成20年２月末現在

交通事故死ゼロ日数は

2月29日現在で228日

発生件数

３件

死者数

０人

負傷者数

３人

４月1日スタート！

新年度がスタートする４月１日から健康増進法に基づく受動喫
煙防止対策の取り組みを促進するため役場庁舎内の分煙器すべて
を廃止することになりました。これにより、喫煙者は、庁舎外で
各自携帯灰皿などを持参し、喫煙することになりますので、ご理
解のほどよろしくお願いします。
また、これまで日常清掃業務を業者へ委託しておりましたが、
トイレ掃除をはじめ、分別ゴミの収集・排出、玄関、各フロアの
モップがけなどの清掃業務を町長はじめ職員全員が「お掃除マニ
ュアル」をもとに庁舎内美化に努めることになりました。
皆様のご協力よろしくお願いいたします。

役場庁舎内全面禁煙 &

庁舎内清掃業務は職員対応
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

40歳～64歳の方を第２号被保険者といい、老化に
起因する特定疾病により介護が必要となった場合、サー
ビスを利用できます。保険料は、加入医療保険に上乗せ
し納付します。
65歳以上の方は第１号被保険者といい、介護が必要
となった場合、原因を問わずサービスを利用することが
できます。保険料は、所得に応じて6段階に分け、年金
又は納付書により納めることとなります。

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

介護サービスを受ける場合には、費用の１割が自己
負担となります。介護サービスは、在宅サービス（ヘル
パー、デイサービス、訪問看護、ショートステイ等）と、
施設サービス（老人福祉施設、老人保健施設、療養型医
療施設等）があり、在宅サービス費用は、１回の利用に
つき500～2,000円程度、施設サービス費用は、１か月
につき４万～６万円程度が目安となります。なお、サー
ビス費用は、要介護度等により金額が異なりますので、
利用する際はご確認願います。

Ｑ　介護サービスの利用料はいくらですか？

係及び古丹別支所窓口において申請手続きをしてくださ
い。

介護保険サービスを利用するには、心身の状況をチ
ェックする要介護認定（要支援1･2、要介護1～5）を受
けなければ、サービスを利用することができません。介
護サービスを利用したい場合には、苫前町役場しあわせ

Ｑ　介護サービスを利用するにはどうしたら
よいですか？

お問い合わせ 苫前町役場町民課しあわせ係
0164-64-2215（内線227）まで

国民健康保険・後期高齢者医療Q&A
Ｑ　国保は平成20年4月からどのようになりますか？
Ａ　主な内容は以下のとおりとなっています。

平成20年4月～

★国保の資格について
①75歳以上の方については、国保・被用者保険を脱退し、後期高齢者医療制度に加入します。
②被用者保険の被保険者が75歳以上で被扶養者が75歳未満の世帯については、被保険者本人が後期高齢者医療へ加入する
こととなるため、被扶養者の方は、国保に加入することとなります。（被用者保険とは…社会保険、共済保険等）
③65歳～74歳の国保退職被保険者が廃止され、国保一般被保険者となります。

★医療費の患者負担について
①70歳から74歳までの方の患者負担が2割へ変更される予定でしたが、1年間、1割負担に据え置かれます。
※現役並所得者は3割のままです。
②乳幼児の患者負担について、3歳未満2割だったものが、6歳に到達する日以降の最初の3月31日まで2割負担となります。

★国保税について
①国民健康保険税が基礎課税分（限度額47万円）、後期高齢者医療支援分（限度額12万円）、介護納付金分（限度額9万円）
と3区分となります。
②国保世帯員全員が65歳～74歳で国保に加入する世帯主の方は、平成20年4月から国保税（2ヶ月分に相当する額）を介護保
険と同様に年金から差し引いて納めていただくこと（特別徴収）になります。

★健診について
①平成20年4月より、国保加入者で40歳～74歳の方を対象とした、生活習慣病（メタボリックシンドローム）の健診（特定健
診）が実施されます。
②健診について必ず年に１回健診を受けるようよろしくお願いします。

Ａ

Ａ

Ａ

「介護保険制度について」
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�６４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�６５-４１１９

『火は見てるあなたが離れるその時を』

子供に火遊びをさせないよう
お家で注意しましょう。

タバコによる火災が多発しております。
タバコは灰皿のあるところで吸いましょう。

春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施

火災が発生しやすい気候となる時季を迎えますので火の用心をお願いします。

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n

住まいる
ス マ イ ル

情報

平成20年度自衛隊一般幹部候補生等募集

20歳以上26歳未満の者
(22歳未満の者は大学
卒)

大学院修士所得(見込含)
は28歳未満の者

5月12日(月)
(締切日必着)

専門の大学を卒業(見込
含)した者で20歳以上
30歳未満の者
専門の大学を卒業(見込
含)した者で20歳以上
26歳未満(薬学修士学
位取得者は28歳未満)

種　　目 応募資格 締め切り

1次試験
5月17日(土)
・18日(日)
(18日は飛行要
員のみ)

2次試験
6月17日(火)～
20日(金)のうち
指定する1日

3次試験
飛行要員のみ

1次試験（筆記試験）
・一般教養（択一）
・専　　門（択一・記述）

2次試験
・小論文、口述、身体検査

3次試験（飛行要員）
・7月16日(水)～8月2日(土)

試験期日 試験種目
陸上自衛隊 一般幹部候補生

技術幹部候補生

一般要員

海上自衛隊

航空自衛隊

歯科幹部候補生

薬剤科幹部候補生

一般幹部候補生
一般要員

飛行要員

一般幹部候補生
一般要員

飛行要員

実施期間 4月20日（日）～4月30日（水）

年度も替わり心機一転、火の用心！
住宅用警報器の設置が

来年から義務化となります。

平成19年度確定保険料・平成20年度概算保険料の申告・納付は、
平成20年5月20日（火）までに手続きを！

※労働保険の年度更新手続きは、電子申請で行う事も可能です。
詳しくは厚生労働省ホームページ【www.mhlw.go.jp】をこ覧下さい。
年度更新・一般拠出金についてのお問い合わせは、

留萌労働基準監督署（0164－42－0463）まで

労働保険年度更新の手続きは、正しくお早めに！

各市町村自衛官募集担当者
自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所 TEL0164-42-4650

お問い合わせ先
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人権擁護委員制度をご存じですか
6月1日は、人権擁護委員の日です。
人権擁護委員は、いつでも地域住民からの相談に応じ
ています。
相談内容についての秘密は守られます。
また、相談は無料。難しい手続もありません。
人権相談は、離婚相談などの家庭内の問題や借地借家
の問題、隣近所のもめごとなど、とても幅広い内容とな
っています。
気軽に相談できる場所として、人権相談所が、法務局
で常時開設されています。
また、市町村役場や公共施設などを利用して、特設人
権相談所が開設されることもあります。

相談については、旭川地方法務局留萌支局（TEL0164-42-0492）
までお問い合わせください。
相談は無料で秘密は守られます。お気軽に御相談下さい。

あなたの町には苫前町長から推薦され、
法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員がおります。

氏 名　竹 橋 隆 至（苫　前）
氏 名　村 田 正 夫（古丹別）

戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

丸
山
　
チ
ヨ
（
92
歳
）
２
月
29
日

力
　
昼

伊
藤
　
千
代
（
93
歳
）
３
月
１
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

◎
山
菜
採
り
に
よ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

〜
山
菜
採
り
無
我
夢
中
に
落
と
し
穴
〜

羽
幌
警
察
署
管
内
（
羽
幌
町
、
苫
前

町
、
初
山
別
村
）
で
は
、
過
去
５
年
間

（
15
〜
19
年
）、
山
菜
採
り
に
伴
う
行
方

不
明
事
案
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

昨
年
５
月
に
は
、
稚
内
市
で
70
歳
代
の

男
佐
が
死
亡
す
る
な
ど
、
例
年
、
全
道

的
に
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に
よ
る
行
方
不
明

事
案
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
安
全
で
楽
し
い
山

菜
採
り
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

【
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
一
人
で
は
山
菜
採
り
に
行
か
な
い
。

○
家
族
等
に
は
必
ず
行
き
先
と
帰
る
時

間
を
知
ら
せ
る
。

○
一
緒
に
入
っ
た
仲
間
と
声
を
掛
け
合

っ
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す
な
ど
し
て

絶
え
ず
お
互
い
の
位
置
を
知
ら
せ
合
う
。

○
万
が
一
に
備
え
、
目
立
つ
服
装
を
し
、

携
帯
電
話
や
非
常
食
、
熊
除
け
の
鈴
や

ラ
ジ
オ
を
携
行
す
る．
。

○
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
真
新
し
い
熊
の
足
跡
な
ど
を
見
つ

け
た
ら
引
き
返
す
。

【
万
が
一
、
迷
っ
た
時
に
は
】

○
焦
ら
ず
、
落
ち
着
い
て
自
分
の
位
置

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
む
や
み
に
動

き
回
ら
な
い
。

○
捜
索
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
見
え
た
ら
、

木
の
枝
を
揺
す
っ
た
り
、
タ
オ
ル
を
振

っ
て
合
図
を
送
る
。

○
日
没
で
暗
く
な
っ
た
ら
、
体
力
を
温

存
し
、
木
陰
や
岩
陰
な
ど
の
雨
や
夜
露

に
濡
れ
な
い
場
所
で
野
宿
す
る
。

羽
幌
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

最低賃金法が変わります
主な改正点は以下のとおりです。

北海道労働局　労働基準監督署（支署）

○地域別最低賃金の不払の罰金額の上限が
2万円から50万円に引き上げられます。
○派遣労働者の最低賃金は
派遣先の地域（産業）の最低賃金が適用されます。

北海道の最低賃金時間額654円（19年10月19日発効）

人事院・国税庁では「国税専門官採用試験」の受験者を
募集しています。
採用試験の概要は次のとおりです。
◆受験資格
①昭和54年4月2日～昭和62年4月1日生まれの者
②昭和62年4月2日以降生まれの者で次に掲げるもの
（１）大学を卒業した者及び平成21年3月までに大学を

卒業する見込みの者
（２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認

める者
◆受験申込要領
受験申込受付期間は、4月1日（火）～4月14日（月）です。
申込書の提出はできるだけ郵送（配達記録）にしてくだ
さい。（4月14日までの通信日付印有効）
持参する場合、受付時間は9：00～17：00です。
（土・日曜日は除く）
◆申込書請求先
最寄りの国税局または各人事院地方事務局
◆申込書提出先
希望する第一次試験地を所轄する国税局
◆試験日
第一次試験　6月15日（日）
第二次試験　7月28日（月）～7月31日（木）のうち指定す

る日
◆第一次試験地
北海道は札幌市（ほか全国20都市）
◆第二次試験地
北海道は札幌市（ほか全国11都市）
◆第一次試験合格者発表日
7月8日（火）
◆最終合格発表
8月29日（金）
◆問い合わせ先
詳細については、札幌国税局人事第二課へお問い合わ
せください。TEL011（231）5011（代）

西
　
岡
　
達
　
之
（

旭
　
）
服
　
部
　
由
　
美
（

旭
　
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

風力発電の売電状況
（ 町営風来望３基分 ）

19年度の実績 57,283,093円
（H19.3～H20.2）

平成20年3月分の実績
・供給電力量　239,470kWh 

3,004,749円
（昨年実績 5,793,682円）

４月 町税の納期

今月は、

軽自動車税
の納入月です。

納期内納入にご協力願います。

平成20年度国税専門官採用試験
受　験　者　募　集

古
丹
別
幸
楽
会
へ

○
古
丹
別
　
水
　
谷
　
ス
ヱ
子
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
上
　
平
　
白
　
府
　
義
　
雄
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す
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春
は
卒
業
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
、
異

動
、
退
職
な
ど
人
の
移
動
が
多
い
季
節

で
あ
り
、
涙
降
る
季
節
で
も
あ
る
。
人

と
の
ふ
れ
合
い
が
深
け
れ
ば
「
涙
」
の

数
も
増
え
る
▽
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
４
月
１
日
よ
り
ふ
た
つ
ほ
ど
改
革
が

実
行
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
役
場
庁
舎

内
す
べ
て
に
お
い
て
「
禁
煙
」
と
な
っ

た
。
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
一
環
で
あ

る
が
、
愛
煙
家
に
と
っ
て
は
、
非
常
に

辛
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
気
分
に
な

る
。
吸
わ
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
環
境

整
備
が
一
歩
進
ん
だ
こ
と
に
も
な
る
▽

喫
煙
者
は
、
携
帯
用
灰
皿
を
持
参
し
、

庁
舎
外
で
喫
煙
す
る
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
来
客
者
や
議
会
議
員
等
も
同

様
で
あ
る
。
小
生
も
愛
煙
家
の
端
く
れ

で
あ
る
が
「
だ
っ
た
ら
製
造
す
る
な
、

販
売
す
る
な
…
」
と
ぼ
や
き
も
出
る
▽

ひ
と
つ
は
、
日
常
清
掃
業
務
等
を
業
者

へ
委
託
し
行
っ
て
い
た
が
、
１
日
か
ら

町
長
を
含
め
、
職
員
全
員
が
配
布
さ
れ

た
「
お
掃
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
も
と
に
、

ト
イ
レ
掃
除
や
フ
ロ
ア
の
モ
ッ
プ
か

け
、
分
別
ゴ
ミ
の
収
集
、
排
出
な
ど
を

行
い
「
庁
舎
内
環
境
美
化
」
に
努
め
る

▽
学
生
時
代

の
厳
し
い
寮

生
活
が
蘇
る

…
行
く
末
が

恐
ろ
し
い
…

経
費
削
減
が

無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
に

頑
張
ろ
う
。

編

集

雑

記

帳

卒業ギャラリー

卒
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー

古
丹
別
保
育
所

古
丹
別
小
学
校

苫
前
保
育
園

苫
前
小
学
校

古
丹
別
中
学
校

苫
前
中
学
校

苫
前
商
業
高
校

卒
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー

卒
業
ギ
ャ
ラ
リ
ー

卒業ギャラリー卒業ギャラリー

春の訪れとともに白鳥がやってきた


